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343　　　　　　 妊娠中あ る い は 産褥期 の 細血管

障害性溶血性貧血に お け る血漿交換療法

344　　　　 経 カテ ー
テ ル 骨盤動脈塞栓術後の 妊

娠症例の検討
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［目的］細血管障害性溶血性貧血 は末梢血 巾の 著

し い 赤 1血球奇形 と広範な 細血管病変 に 特徴づ け ら

れ る溶血性 貧血 で 、そ の 代表 的 な 基礎疾 患 と して

血栓 性血小 板減少 性紫斑 病 （TTP）、 溶血 性尿毒症

症候群 （HUS）な ど が知 られ て い る 。 産科領域 で も

H肌 LP症候群が細血管障害性溶血 性貧血を起 こ す

こ とが知 られ て お り、い ず れ も多臓 器障 害を伴 う

重篤な 疾患で あ る 。 今回我々 は 、 妊娠中 あ る い は

産褥 期 に お け る 細 血 管障 害性 溶 磁 性 貧血 の 治療 と

して 血漿 交 換療法 を施行 し、 そ の 有用性 を検討 し

た
。 　［方法 ］対象 は、妊 娠 中あ る い は産 褥期に重

篤化 した細 血管障 害性 溶血性貧血 の 3症 例 （TTP，

IIUS，　 HELLP症候群の 各 1症例）で あ る 。 い ずれ も

薬物 療法 に は 全 く反 応 し な い た め 血 漿交 換を施行

した 。 血漿交 換 は膜分離 法で 、新鮮凍結血漿40単

位 （約 3200ml）を置換液 と し て 、 2〜3 回施行 し

た 。　［成 績］血漿交 換施行 直後 よ り、精神 神経症

状 （TTP，　 HELLP症候 群）、肝機 能異常 （HELLP 症候

群） 、腎機能異常 （HUS） の 速 や か な改善が認 め ら

れ た 。 　 HELLP症候群 で は高 嘸圧 、蛋白尿、浮腫 も

消失 した 。 また全例 で 、 血 漿交 換療 法後 に 血小板

の 増 加 、血清 LDH の 低下が 認 め られ、末 梢血中 の

特徴 的な破砕 赤血球、分裂赤血 球 も速 や か に 消失

し て い る 。 血漿交換 療法 に 起 因す る副作用 は認 め

ら れ て い な い 。　［結論］血漿交 換療 法 に よ り、臨

床症 状 、 血液所見の 速 や か な改善が得 られて い る

こ と か ら 、 細血 管障害性溶血性貧 血 の 治療法 と し

て 有 用 で あ る と 考 え られ る。さま ざま な 治療 を施

して も悪 化す る例 は、早期 に 血漿交換療法 を施行

す る 必 要が あ る と考え られ る 。

【目的】経カ テ ーテ ル骨盤動脈塞栓術後の 妊娠例

に っ い て 、これ まで の報告を レビ ュ
ーした文献は

国の 内外を問わず存在しな い 。 今回は自験例を供

覧する と共に 、 文献レ ビ ュ
ー

の 結果を報告する。

【方法】当院で は大量出血の止血目的で 1986年〜

1996年 9月に経カ テ ーテ ル骨盤動脈塞栓術を33例
（産科20例、 婦人科13例）施行 したが、後 に 4例

が の べ 5回妊娠 した （世界最多）。 これ らの診療

録を後方視的に調査すると共に 、 過去 に報告され

た同様の症例を レビュ
ー

し、 結果を集計 した 。

【成績】 自験例で は 、 4例中 2例は母体保護法第

14条第 1項に よ り人工妊娠中絶 とな っ た。 1例は

不全流産後の 大量出血で塞栓術を施行 し、 2年後

と 3年後 に特に問題無 く2圓正常分娩 した 。 残 る

1例は正常分娩後 、 癒着胎盤 に よ る大量出血に対

して 塞栓術 を施行 した症例で 、 1年後に妊娠した

が、再度 の 癒着胎盤に よる大量出血 の ため 、 帝王

切開に引き続き子宮全摘を余儀な くされた 。

〔文献 レ ビュ
ー〕過去に世界で報告 された塞栓術

の 英語文献は総計258例 （産科 97例、婦人科161

例 二 演者調 べ ）なの に対し、 塞栓術後の妊娠の報

告は13例 （塞栓術 の 適応 ： 子宮動静脈奇形 6例、

子宮頚管妊娠 5例 、 円錐切除後出血 1例 、 ］宮内

反 1例）に とどま っ て い る 。 これに 自験例を加え

た 、 の べ 18例の 妊娠の 予後を検討 した。その 結果

帝王切開が 5例、早産が 4例 、 前置胎盤と人工妊

娠中絶が各 3例、子宮内胎児発育不全 ・癒着胎盤
・子宮全摘が各 2例 、 そ して 分娩後 出血に よる塞

栓術再施行例が 1例 （の べ 症例数）で あ っ た 。

【結論】塞栓術後 の 妊娠は、妊娠 自体は可能な も

の の 合併症が多 く、予後は予断を許さない。
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